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1 はじめに


































を測定する m 個に横断分割された円筒型検出器を C(m)




一定時間の光子計測を n 回行った場合の n 次元測定ベク
トル x = (x1; x2;    ; xn)T (xi は i 回目の計測光子数)













この時の  は モンテカルロシミュレーションによる輸送
計算から算出する．
これによって減弱係数の推定を N 回行い，精度を式









(^i   )2 (2)
図 1 散乱線測定用検出器の配置
4 数値実験
表 1 は真の減弱係数が 0:266534 の水に対し，10 次元
測定ベクトルを用いて 3 節の検証手順に従って減弱係数




X A 7:178855 10 4
Y
A+ B 7:102468 10 4
A+ B+ C(2) 3:986458 10 4
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